
国際日本文化研究センター運営会議（第６９回）議事要旨 

日 時：令和５(2023)年３月１０日（金）１３：３０～１６：０７ 

場 所：国際日本文化研究センター第１共同研究室等（Zoom会議） 

出 席：クレインス・フレデリック（議長）、赤松 玉女、磯田 道史、牛村 圭、金水 敏、 

楠 綾子、関野 樹、高木 博志（副議長）、瀧井 一博、竹宮 惠子、十重田 裕一（途中退席）、 

本郷 恵子、松田 利彦、松原 隆一郎、三谷 博、劉 建輝の各委員 

陪 席：井上所長、里見管理部長、山口総務課長、荒堀財務課長、小野研究協力課長、舟本資料課長、 

山下情報課長、永田総務課課長補佐、塩見人事係長、中山総務企画係員、 

山戸総務課事務補佐員 

議 事： 

１．審議事項 

（１）議事要旨（案）について 

クレインス議長から、「運営会議（第６８回）議事要旨（案）」（資料１）に基づき確認があり、原

案どおり承認された。 

（２）名誉教授称号授与について

総務課長から、「令和５年度名誉教授候補者一覧」（資料２）に基づき名誉教授称号授与の資格に

ついて説明があった後、松田委員から「名誉教授推薦書」（別冊１）に基づき、Ruettermann Markus

（リュッターマン マルクス）教授の推薦理由及び研究業績等の説明があり、審議の結果、

Ruettermann Markus教授に名誉教授の称号を授与することが承認された。 

（３）研究教育職員人事について（研究部 テニュアトラック准教授）

松田委員から、「研究教育職員人事について 研究部テニュアトラック准教授候補者」（資料３、

別冊２）に基づき、片岡 真伊（かたおか まい）氏（東京大学東アジア藝文書院総合文化研究

科特任研究員）の選考経過及び経歴、業績等について説明があり、同氏を研究部テニュアトラッ

ク准教授候補者に推薦する旨説明があった。

説明終了後、委員による投票を行った結果、同氏の研究部テニュアトラック准教授採用につい

て承認された。（※）

※就任予定日：令和５(2023)年４月１日

（４）研究教育職員人事について（総合情報発信室 助教） 

松田委員から、「研究教育職員人事について 総合情報発信室助教候補者」（資料４、別冊３）に

基づき、光平有希（みつひら ゆうき）氏（京都市立芸術大学非常勤講師）の選考経過及び経歴、

業績等について説明があり、同氏を総合情報発信室助教候補者に推薦する旨説明があった。 

説明終了後、委員による投票を行った結果、同氏の総合情報発信室助教採用について承認された。

（※） 

※就任予定日：令和５（2023）年４月１日

（５）客員教員人事について（令和６（2024）年度外国人研究員） 

松田委員から、「外国人研究員候補者一覧（令和６年度招へい分）」（資料５、別冊４）に基づき

説明があり、審議の結果、承認された。 



（６）国際日本文化研究センター運営会議規則の一部改正について 

   総務課長から、「国際日本文化研究センター運営会議規則の一部改正について」（資料６）に基づ

き説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（７）令和４（2022）年度第二次補正予算編成について 

   財務課長から、「令和４年度第二次補正予算（案）の概要」（資料７）に基づき説明があり、審議

の結果、承認された。 

 

（８）令和５（2023）年度当初予算について 

財務課長から、「令和５年度 当初予算（案）の概要」（資料８）に基づき説明があり、審議の結

果、承認された。 

 

（９）令和５（2023）年度共同研究計画について 

瀧井委員から、「令和５（2023）年度共同研究一覧」（資料９、別冊５）に基づき説明があり、審

  議の結果、承認された。 

 

（１０）訴訟に係る和解の方向性について 

    井上所長から、訴訟に係る和解の方向性について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（１１）その他 

   高木委員から、第４期中期計画のうち外国語論文への対応について質問があり、現在査読論文

数と外国語論文数の増加に向けてインセンティブの付与の検討及び論文の数え方や査読の定義

について新たな基準を提示できるよう所内で検討を進めていることが報告された。 

 

２．報告事項 

（１）令和４（2022）年度活動計画及び活動概況報告について 
瀧井委員から、「令和４年度活動計画及び活動概況報告について」（資料１０）に基づき報告があ

った。 

 

（２）令和３（2021）年度共同研究外部評価報告書について 

   瀧井委員から、「国際日本文化研究センター 共同研究外部評価委員会 令和 3（2021）年度 共

同研究外部評価報告書」（資料１１、別冊６）に基づき報告があった。 

    

（３）「国際日本研究」コンソーシアム 外部評価（最終評価）報告書について 

   劉委員から、「「国際日本研究」コンソーシアム 外部評価（最終評価）報告書（様式案）」（資料

１２）に基づき報告があった。 

 

（４）研究教育職員等の現員等について 

   総務課長から、「研究教育職員等の現員等について」（資料１３）に基づき報告があった。 

    

（５）その他 

   なし 

 

３.その他 



なし 

 以上 


